
概要 取組の成果

官民連携に向けた地方公共団体への各種施策展開

佐賀財務事務所では、地方公共団体の財政状況が社会保障費の増加などから悪化の中、団体と
の対話を通じ抱える課題の解決に向け、民間企業の活用などによる行政コストの削減と社会課題
の解決の両立を目指す｢PFS(Pay-For-Success)/SIB(Social-Impact-Bond)｣などの施策を展開。

●佐賀県は、｢一人当たり実績医療費｣※が全国３位と高い中、
様々な施策を通じて生活習慣病などの予防に取り組んでい
る。こうした中、大腸がん検診などで全国と比較し受診率
が低いなどの課題がみられる。

●佐賀財務事務所では、地方公共団体との接触機会を通じ抱
える課題を把握。佐賀県担当部署に対し、他県で実績のあ
る｢SIB｣の手法を用いた｢がん検診の個別受診勧奨業務｣事例
など紹介。

●関係者の更なる理解促進に向けて、同手法の知見が深い日
本政策投資銀行と連携し、佐賀県のヘルスケア及び県内市
町担当者向けオンライン勉強会の場をアレンジのうえ実施。
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●日本政策投資銀行からは、既存PFS/SIB事業の説明のほか、
佐賀県の特性に応じたモデル事業のスキームを提案。

●団体からは｢他県において、県と市町が連携してSIBを実施
する場合の課題｣、｢健康分野以外に本手法を活用した事例｣
などへの質問があり、広島県や埼玉県での導入事例や｢まち
づくり｣などへの活用について説明。

●健康分野以外の事例についても、県を通じて県内市町に
展開するきっかけとなった。

●佐賀財務事務所は、本件｢PFS/SIB｣のみならず、様々な機
関と連携して地域の課題解決に向けた支援を継続する。


